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によると，平成 24 年度から平成 28 年度の 5 年間で，学校内で養護教諭による専門的な指導を受け
た児童生徒数は約 7,000 人，スクールカウンセラー，相談員等による専門的な相談を受けた児童生
徒数は約 11,000 人増加している。 
土井（平成 28 年）は，社会の急速な変化により，子供たちは常に場の空気を読んで周囲の人たち
の評価を確認しなければ安心できず，友だち関係につまずくことに過度に恐れていると述べている。 













得能（平成 29 年）は，平成 29 年 5 月に所属校生徒を対象に，香川ら（平成 28 年）が実施したア
ンケートと同様の「心に関するアンケート」を実施している。全質問項目の評定平均値 3.5 未満を
低位層，3.5 以上 4.0 未満を中位層，4.0 以上を高位層として分析すると，所属校生徒の約 6 割が低
位層に属していたことから，所属校には特にレジリエンスの育成を必要とする生徒が多いことが考
えられた。そこで，自分の強みを見付け，生徒が自信を持つことができるような活動を実施した結

















































5），高位層では第 1 学年で評定平均値が有意に下がった（p<.05）（図 6）。 
生徒自身が考えるレジリエンスの変化とレジリエンスが変化したきっかけとなる出来事 
 年度当初と比較して，自分自身のレジリエンスがどのように変化したか自己評価させた（図 7）。




学年別，男女別に比較した（図 9-1，図 9-2）。学年別では，第 1 学年が「人間関係」，第 2 学年が「部
活動」，第 3 学年が「学校行事」が多かった。男女別では，男子は「部活動」が最も多く，女子は「人
間関係」が最も多かった。習い事や家庭でのことなどの学校外の活動についての項目は，他の項目







































































































































































































表 2 教師からほしいサポート 
 全体（%） 男子（%） 女子（%） 自分の話を最後までじっくりと聴いてくれる 87.0(55.9) 90.3(53.8) 85.4(57.0) 
自分の立場や気持ちを理解してくれる 87.7(55.5) 88.9(53.1) 89.4(56.0) 
一緒に解決策を考えてくれる 87.0(50.4) 90.3(50.8) 85.1(50.8) 
解決策を教えてくれる 82.9(46.3) 87.5(47.6) 79.9(45.6) 
いつでも話を聴いてくれる 78.1(48.2) 80.6(44.8) 75.4(51.9) 
自分が頑張ったこと（頑張っていること）を認めてくれる 87.7(43.8) 91.7(45.5) 82.9(43.0) 
自分が間違っている時は間違っていると言ってくれる 87.7(55.5) 88.9(65.6) 87.2(44.9) 
私との約束や秘密を守ってくれる 87.0(52.8) 90.3(49.2) 82.1(57.6) 
気持ちが楽になるようなサポート 73.3(48.6) 76.4(47.3) 70.6(49.8) 
いつも気にかけてくれているという安心感がもてるサポート 65.8(39.6) 70.8(37.3) 59.1(43.4) 
困難なことに立ち向かう勇気がもてるサポート 61.6(35.6) 66.7(39.6) 55.4(31.7) 
私を大事にしてくれていると感じることができるサポート 72.6(37.7) 81.9(35.6) 62.5(41.1) 
※下段（ ）内の数値は肯定的回答（「あてはまる」，「ややあてはまる」）を 100%としたときの「あてはまる」と回答した
生徒の割合 


























































高めるきっかけになると考えられる。また，学年別では第 1 学年が「人間関係」，第 2 学年が「部活
動」，第 3 学年が「学校行事」が最も多く，第 1 学年は複数の小学校から中学校に入学し，新たな人


































































る調査」を，所属校教師 14 名及び，協力校教師 72 名を対象に実施し，実態を把握する。調査手続









た教師は 30.5％であり，所属校教師は 23.1％であった。一方，4 月と比較して生徒のレジリエンス




























表 3 日ごろの教育相談における生徒との関わり方 
 
所属校 協力校 全体 
生徒の話は最後までしっかりと聴こうと心がけている 100.0(38.5) 98.6(61.8) 98.8(58.0) 
生徒の気持ちを共感しようという姿勢で話を聴いている 92.3(41.7) 98.6(51.5) 97.6(50.0) 
生徒の話をうなずいたり，相づちを入れたりしながら聴いている 92.3(25.0) 95.7(62.1) 95.1(56.4) 
生徒と視線を合わせて話を聴いている 84.6(9.1) 92.8(57.8) 91.5(50.7) 
生徒の言葉をそのまま反復したり，内容を確認したりしながら聴いている 69.2(44.4) 84.1(44.8) 81.7(44.8) 
生徒が伝えたいことや生徒の気持ちを整理して，言葉で返している 84.6(31.4) 88.4(41.0) 87.8(40.3) 
生徒の言葉や感情をすぐに評価・指導したりせず，そのまま受け入れようとし
ている 69.2(22.2) 76.8(20.8) 75.6(21.0) 
生徒の気持ちが楽になるように心がけている 100.0(30.8) 95.7(40.9) 96.3(39.2) 
一緒に解決策を考えている 100.0(38.5) 92.8(45.3) 93.9(44.2) 
解決策を教えている 46.2(16.7) 81.2(26.8) 75.6(25.8) 
いつでも生徒から相談を受けられるようにしている 84.6(18.2) 82.6(36.8) 82.9(33.8) 
できるだけ多くの生徒と話すように心がけている 92.3(41.7) 87.0(50.0) 87.8(48.6) 
生徒の頑張っているところや良い面を見付け，積極的にほめるようにしている 92.3(66.7) 91.3(52.4) 91.5(54.7) 
生徒が間違っている時には，間違っていると伝えている 92.3(33.3) 94.2(50.8) 93.9(48.1) 
自分が間違っている時は，間違いを認めている 100.0(38.5) 94.2(76.9) 95.1(70.5) 
いつも気にかけているというサインが生徒に伝わるようにしている 76.9(10.0) 75.4(15.4) 75.6(14.5) 
生徒が困難なことに立ち向かえるよう、アドバイスやサポートをしている 100.0(23.1) 84.1(20.7) 86.6(21.1) 
生徒を大切にしている 100.0(38.5) 98.6(50.0) 98.8(48.1) 

























































その他 ・保健室で把握した情報を全教職員が共有できるよう，教職員対象の通信を発行している。 ・記録を残す。 
注）アンケートの回答を分類し，類似した工夫点の記述は要約して掲載した。 





















































その他 ・トラブル回避，解決の方向へ導きやすくなる。 ・次の指導（段階）に入りやすくなる。 
注）アンケートの回答を分類し，類似した工夫点の記述は要約して掲載した。 
















































































表 8 教師の日ごろの教育相談における生徒との関わり方（表 3）と生徒が教師からほしいサポート（表 2）の対応表 
教師の順位 生徒の順位 認識のズレ 
1 生徒の話は最後までしっかりと聴こうと心がけている 4 ③ 
2 生徒を大切にしている 10 ⑧ 
3 生徒との約束は守る 5 ② 
4 生徒の気持ちを共感しようという姿勢で話を聴いている 1 ③ 
5 生徒の気持ちが楽になるように心がけている 9 ④ 
6 生徒が間違っている時には，間違っていると伝えている 1 ⑤ 
7 一緒に解決策を考えている 6 ① 
8 生徒の頑張っているところや良い面を見付け，積極的にほめるようにしている 3 ⑤ 
9 生徒が困難なことに立ち向かえるよう，アドバイスやサポートをしている 12 ③ 
10 いつでも生徒から相談を受けられるようにしている 8 ② 
11 解決策を教えている 7 ④ 
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